
上田正吉

毎
年
本
願
寺
で
は
、
親
鸞
聖
人
の
祥
月

命
日
（
一
月
十
六
日
）
に
勤
修
す
る
御
正

忌
報
恩
講
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
各
地
で
も
十
月
中
旬
～
十
二
月
中
旬

ま
で
報
恩
講
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
田
西

組
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
し
て
六
ケ

寺
以
上
は
表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

私
は
毎
年
十
三
ケ
寺
～
十
五
ケ
寺
に
お
参

り
し
、
念
仏
の
教
え
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

各
家
庭
で
も
、
十
二
月
下
旬
～
三
月
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
お
勤
め
さ
れ
る
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
最
近
は
報
恩
講
を
営
ま
な

い
家
庭
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各

家
庭
で
の
報
恩
講
こ
そ
大
切
な
法
要
で
あ

り
、
こ
の
機
会
を
通
し
て
若
い
世
代
へ
の

継
承
を
行
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

凡
夫
の
私
で
は
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
と

の
出
遇
い
が
人
生
の
生
き
が
い
に
な
る
よ

う
、
心
静
か
に
仏
壇
に
向
っ
て
手
を
合
わ

せ
た
い
。

山
陰
教
区
門
徒
総
代
会

会
長
　
上
田
正
吉
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報
恩
講
に
思
う



　

恐
縮
で
す
が
、
私
の
人
生
を
振
り
返
り
、
思
い
出
す
ま

ま
に
記
し
ま
す
。
私
は
、
家
族
が
一
緒
に
仏
壇
で
お
経
を

あ
げ
る
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
祖
母
に
連
れ
ら
れ
、

三
歳
頃
か
ら
お
寺
参
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八

年
、「
親
鸞
聖
人
誕
生
八
〇
〇
年
立
教
開
宗
七
五
〇
年
法

要
第
一
回
全
国
仏
教
青
壮
年
大
会
」
に
参
加
し
、
本
願
寺

で
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
気
持
そ
の
ま
ま
に
帰
郷
し
、
出
雲

南
組
（
当
時
は
飯
石
北
組
）
の
仏
教
青
壮
年
部
の
設
立
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
、
飯
石
北
組
十
ケ
寺
の
全
寺
院

で
仏
教
青
壮
年
部
が
結
成
に
な
り
、
各
寺
で
の
活
動
や
合

同
で
一
夜
研
修
な
ど
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
通

じ
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
も
次
第
に
浸
透
し
て
行
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ご
住
職
を
中
心
に
正
信

会
と
称
す
る
毎
月
の
定
例
勉
強
会
が
あ
り
、
当
初
か
ら

三
十
年
間
続
い
て
記
念
大
会
も
開
催
し
た
り
、
又
本
山
参

拝
の
ご
縁
に
も
会
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
連
続
研
修
が
始

ま
り
修
了
す
る
と
教
区
連
研
に
参
加
し
、
修
了
す
る
と
本

山
へ
中
央
教
修
を
受
け
（
三
十
三
回
）、
門
徒
推
進
員
と

し
て
本
山
へ
登
録
さ
れ
教
化
活
動
を
展
開
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
は
門
徒
会
の
総
代
を
引
き
継
ぎ
、
事
務

局
を
十
五
年
余
り
務
め
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
頃
よ
り
本

堂
屋
根
の
修
復
を
検
討
し
て
来
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
本

堂
を
改
築
す
る
事
に
な
り
、
平
成
二
十
三
年
度
に
新
築
工

事
を
行
い
二
十
四
年
六
月
に
落
成
慶
讃
法
要
を
行
い
ま
し

鹿
足
組
各
寺
院
の
門
信
徒
百
二
十
名
が
三
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
六
日

～
七
日
一
泊
二
日
の
本
山
参
拝
で
あ
り
ま
し
た
。

本
山
で
は
、
阿
弥
陀
堂
及
び
御
影
堂
に
て
法

要
が
勤
め
ら
れ
、
全
国
よ
り
二
千
有
余
名
の
参

拝
者
が
あ
り
、
法
要
の
様
子
が
同
時
放
映
さ
れ
、

極
め
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

専
如
門
主
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
前
門
様
を
は

じ
め
御
家
族
の
皆
様
か
ら
御
丁
重
な
る
お
言
葉

も
あ
り
ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
敬
さ
ま
（
ご
子

息
）
が
、
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
お
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

そ
の
夜
は
、
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、

鹿
足
組
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
早
朝
よ
り
の
長

旅
の
疲
れ
が
癒
さ

れ
ま
し
た
。

富
岡
組
長
様
の

乾
杯
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
和
や
か

な
酒
宴
と
な
り
、

門
信
徒
の
十
八
番

の
歌
声
も
流
れ

て
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

建
物
の
柱
に
は
、
当
時
新
撰
組
隊
士
が
腕
試
し

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
刀
痕
が
残
っ
て
お
り
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
」
の
ロ

ケ
が
こ
こ
で
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

本
徳
寺
の
蓮
如
堂
に
は
蓮
如
上
人
の
木
造
が

安
置
さ
れ
て
あ
り
、
歴
史
と
伝
統
が
受
け
継
が

れ
た
荘
厳
な
る
お
寺
に
感
動
し
ま
し
た
。

第
十
一
代
顕
如
上
人
と
、
織
田
信
長
の
十
年

間
に
及
ぶ
石
山
合
戦
を
経
て
、
和
議
が
成
立
し
、

の
ち
に
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
本
願
寺
の
歴
史
も

拝
聴
し
、
浄
土
真
宗
の
今
日
に
至
る
苦
難
の
歴

史
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
バ
ス
に
て
、
一
路
山
陽
・
中
国
・
浜

田
道
を
経
由
し
、
午
後
八
時
頃
無
事
益
田
に
到

着
し
ま
し
た
。
車
中
で
は
貴
重
な
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
深
夜
便
」
の
Ｃ
Ｄ
「
現
代
と
仏
教
」（
講
師
・

文
学
博
士
花
山
勝
友
先
生
）
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
ご
法
話
を
興
味
深
く
拝
聴
し
、「
仏
教
は
生

き
て
い
る
我
々
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
」
と
聞
か

せ
て
頂
き
、
改
め
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

合
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
雲
南
組
　
善
徳
寺

総
代
　
廣
澤
英
雄

“
人
生
を
仏
縁
と
共
に
”

第
二
十
五
代
専
如
ご
門
主
伝
灯
奉
告
法
要

鹿
足
組
か
ら
団
体
参
拝

鹿
足
組
総
代
会
長
　
　
伊
　
藤
　
義
　
照

第 7号 2017（平成29）年 3月25日



た
。
門
徒
の
皆
様
に
は
懇
志
を
十
年
間
の
分
割
で
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
後
二
ケ
年
で
最
終
決
算
に
な
り
ま
す
。

今
は
、
新
し
い
本
堂
で
仏
青
壮
年
会
・
仏
婦
会
・
門
推
な

ど
積
極
的
に
活
動
し
て
頂
き
、
寺
報
「
真
善
」
の
発
行
配

布
、
又
昨
年
は
仏
婦
の
唄
「
想
い
ひ
と
つ
に
」
が
出
来
ま

し
た
。
又
毎
月
第
三
月
曜
日
に
は
楠
コ
ー
ラ
ス
会
、
又
春

秋
法
要
の
前
に
参
拝
者
全
員
で
本
堂
内
外
の
清
掃
作
業
な

ど
、
皆
様
の
親
睦
も
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
思
え
ば
、

人
生
八
十
年
余
り
仏
縁
に
生
か
さ
れ
た
人
生
で
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
感
謝
合
掌
の
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
明
治

四
十
三
年
創
業
の
姫
路
灘
菊
酒
造
株
式
会
社
を

見
学
。
歴
史
あ
る
建
築
物
を
見
学
し
、
酒
造
り

の
苦
労
話
を
拝
聴
し
て
、
元
酒
蔵
を
改
造
さ
れ

た
食
堂
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
蓮
如
上
人
の
ご
旧
跡
の
一
つ
と
さ

れ
る
亀
山
本
徳
寺
に
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
の
お

寺
の
本
堂
は
、
京
都
本
願
寺
の
仮
御
堂
に
使
用

さ
れ
た
北
集
会
所
を
明
治
六
年
移
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

幕
末
、
新
選
組
の
屯
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た

2016（平成 28）年度山陰教区門徒総代会研修会
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出雲地区研修会（出雲市民会館）

鳥取地区研修会（鳥取因幡組 光輪寺）

石見地区研修会（江津組 蓮敬寺）

（報告記事は4頁へ）



総
代
会
だ
よ
り
第
七
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
度
研
修
会
は
「
地
域

と
と
も
に
生
き
る
（
活
き
る
）

お
寺
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
び

を
深
め
ま
し
た
。
梵
大
英
先
生

は
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
梵
英

心
選
手
の
お
兄
さ
ん
で
、
地
元

三
次
市
と
広
島
を
中
心
に
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
は

「
寺
院
は
、
受
け
継
い
だ
も
の

を
大
切
に
す
る
、
お
寺
の
品
位

品
格
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。
イ

ベ
ン
ト
も
い
い
が
法
座
を
一
番

大
切
に
。
お
坊
さ
ん
は
み
ず
か

ら
町
に
出
て
、
み
ん
な
と
信
頼

関
係
を
築
く
。
地
域
の
顔
で
あ

る
総
代
さ
ん
に
は
、
そ
の
お
手

伝
い
を
お
願
い
し
た
い
。
地
域

の
人
口
流
出
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

地
域
の
信
頼
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
る
。
」
と
、
寺
院
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
お
話
し
を
頂

き
ま
し
た
。

歳入の部
款 項 費　目 28年度予算額 27年度予算額 対比△減 説　　　明
1 会費 786,000 787,000 △ 1,000

1 当年度会費 786,000 787,000 △ 1,000 28年度会費
（2,000円×386ヶ寺分）＋（1,000円×14ヶ寺分・無住寺院）

2 前年度未収金 0 0 0
2 研修会参加費 360,000 360,000 0

1 研修会参加費 360,000 360,000 0 1,500円×240名分　鳥取地区・出雲地区・石見地区
3 助成金 160,000 260,000 △ 100,000

1 助成金 160,000 260,000 △ 100,000 教区助成金10万円　宗派助成金6万円
4 雑収入 837 17,614 △ 16,777

1 雑収入 837 17,614 △ 16,777
5 繰越金 823,163 425,386 397,777

1 前年度繰越金 823,163 425,386 397,777 2015（平成27）年度繰越金
合　計 2,130,000 1,850,000 280,000

歳出の部
款 項 費　目 28年度予算額 27年度予算額 対比△減 説　　　明
1 事業費 950,000 850,000 100,000

1 研修費 750,000 750,000 0
鳥取地区研修会　　250,000円
出雲地区研修会　　250,000円
石見地区研修会　　250,000円

2 会報印刷費 200,000 100,000 100,000 会報「門徒総代会だより第6号・7号」各　1,000部印刷
2 会議費 250,000 250,000 0

1 理事会費 150,000 150,000 0 理事会（各組代表者）1回
2 常任理事会費 100,000 100,000 0 常任理事会　2回

3 教化助成費 400,000 400,000 0
1 教化助成費 400,000 400,000 0 各組助成金　2万円×20組

4 組織強化費 30,000 30,000 0
1 組織強化費 30,000 30,000 0 全国門徒総代会教区負担金

5 事務費 90,000 90,000 0
1 通信・印刷費 80,000 80,000 0 発信費
2 諸費 10,000 10,000 0 事務諸費

6 雑費 10,000 10,000 0
1 雑費 10,000 10,000 0

7 出向費 40,000 40,000 0
1 全国門徒総代会費 20,000 20,000 0 全国門徒総代会出向経費
2 連絡協議会費 20,000 20,000 0 中四国連絡協議会派遣経費

8 予備費 360,000 180,000 180,000
1 予備費 360,000 180,000 180,000

合　計 2,130,000 1,850,000 280,000
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2016（平成28）年度 山陰教区門徒総代会　一般会計歳計予算

門徒総代会研修会報告

平成 28 年度門徒総代会の三地区研修会が開催されました。

講　師：梵大英先生　備後教区　専法寺副住職
テーマ：�「地域と共に生きる（活きる）お寺」
　　　　～地域と寺院とのつながりを大切に～

出雲地区、出雲市民会館　　　平成28年10月12日（水）
参加者 93 名

石見地区、江津組蓮敬寺　　　平成28年10月13日（木）
参加者 139 名

鳥取地区、鳥取因幡組光輪寺　平成28年10月19日（水）
参加者 50 名


